
CUC公開講座：労働観の表象と変遷に関する比較歴史社会学的研究（2024.12.20）

プロテスタンティズムの倫理と労働観の再編
――ヴェーバー『プロ倫』を再解釈する――

荒川敏彦



労働観の180度転換：否定から肯定へ

中世カトリックの労働観
否定的（罰として・苦役）

近世プロテスタンティズムの労働観
肯定的（救いの証しとして）
職業=召命観（神の召しとしての「天職」という思想）
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全信徒祭司性にもとづく職業召命観

ルター 全信徒祭司性（万人祭司）
「われわれは祭司である」（『キリスト者の自由』（1520年）16）
「みながみな祭司であれば、いったいキリスト教会における司祭

と信徒のあいだにはどんなたぐいの区別があるのか」（同17）

平信徒の職業：ただひたすら「生活のための生業」であった
→ 神の召命として肯定的に把握され直す

すべてのキリスト者は「福音的勧告」の下に生きる祭司
→ 職業労働の場だけでなく、生活全体を祭司とする生き方
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『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神』

歴史における理念の作用
• 天職理念（Berufsidee：問題は概念Begriffでなく観念Konzeptionが問題）
• 確証思想（Bewährung：救いを確かめることができる）
• 予定説（Pädestinationslehre：救いと滅びはすでに定められている）

結論：合理的な生活態度・生き方（Lebensführung）の形成
「近代資本主義の精神の、いやそれのみでなく、近代文化の諸構

成要素の一つである、天職理念を土台とした合理的生活態度は
――この論稿はこのことを証明しようとしてきたのだが――キ
リスト教的禁欲の精神から生まれ出た」（大塚訳：363-364）
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競争に勝って人生で負ける
――プロテスタント的労働観の末路（１）――

「純粋に競争的な情熱」に駆り立てられ「スポーツの性格」を帯びた
「資本主義の精神」の行き着く先が「人生の敗北者」だという逆説

『プロ倫』末尾で紹介された、オハイオ州の有力織物店主に嫁いだ
ドイツ人移民女性の義父評

「この老人は、年々7万5000ドルの収入があるのに、仕事が休めない
のだろうか。――できないのだ。こんどは倉庫の表を400フィート
に広げなければならない。なぜだろう。――それがすべてのことを
打ち負かす、と彼は考える。――夕刻に妻や娘たちがいっしょに読
書しているのに、彼はいそいで寝床に入ろうとするし、日曜日には
5分ごとに時計を眺めて、一日がいつ終わるかと待っている。――
まあ、人生の敗北者ですよ！」（大塚訳：367-368）
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人間的な「無意味さ」こそが光り輝く
――プロテスタント的労働観の末路（２）――

ピューリタンにとって、働く喜びを求めることは被造物の神格化
にあたる。人間にとっての意味など問わず、神の栄光を讃える
ザッハリッヒな職業労働こそが求められる。

「今日みられる労働の非人格性、つまり、個々人の立場からみれ
ば喜びが少なくまったく意味のないことが、そこでは宗教的な
光輝をさえ与えられていたのだ。資本主義は、形成期には、自
分の良心のために経済的搾取にも甘んじようとする、そうした
労働者を必要とした。今日では、資本主義は鞍の上で安泰とな
り、来世という報賞などなしでも、彼らに労働意欲を強制する
ことが可能なのだ。」（大塚訳：363）
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天職観念の再転倒
• 職業労働への専心を倫理的義務とする「資本主義の精神」
• 「怠惰」や「浮浪」 → 排除（取り締まり）と包摂（救貧院）

• 宗教改革・宗教戦争の熱気が次第に治まってくる
• 一度形成された秩序界で生き残る手段となった合理的生活態度

• 単なる「生業」だった「職業」が、「職業=召命」となった後、
宗教的高貴さを喪失し、倫理的義務を帯びた「職業」に。

• 生活全体を祭司とする生き方が、生活手段としての賃労働に
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「ピューリタンは天職人たらんと欲した――
われわれは天職人たらざるをえない」

個人の生き方が「天職人」へと一元化された

この一元化をめぐって
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宗教による一元化
カトリック支配 → 罪を意識せざるをえなかった中世的労働観
宗教改革 → 労働を含めた世俗生活全体を神学的に肯定する

プロテスタンティズムによる「生き方・生活態度」の合理化
天職労働は神への義務（宗教的一元化）

もはや宗教的根基のない、倫理的義務としての職業労働
勤勉は家計への義務（産業資本主義的一元化）
勤労は国家への義務（ナショナリズム的一元化）
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キリスト教によるジェンダー強化
中世：農村……人口の９割。女性は当然の如く就労

：自治都市……女性の地位が比較的高い（ケルンなど）
   下層から上層まで多くの女性が就労

宗教改革：ルターやカルヴァンは、女性の教育を重視
労働や公的活動には保守的（創世記講解、創世記注解）
男性性：信仰、労働（業績）、家族（の統治）
女性性：従属性。敬虔な妻や母になること

→ 召命の確証を他者に対して確立しにくい
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一元的競争でない多元化に向けて
救いの確証

• 対自的確証（自己の確信）で十分 →「宗教的達人」には可能
• 対他的確証（他者にも「救いの証し」が見える）

→ 規律化した生活態度
天職労働の結果としての世俗的成功

他者からの承認によるアイデンティティの確立
• 同一評価基準上における他者からの承認 → 一元的業績競争
• 匿名の（対等な）他者からの承認 → ＳＮＳ？
• 自己にとって重要な他者からの承認 → 多元化
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近世オランダの労働風景
（17世紀後半、庶民）
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左奥の女性は
紡績担当か

足を組んで座
るのが定番ス
タイル
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当時、オランダは亜麻
布（リネン）の集積地。
奥で女性が袋詰めをし
ている姿が見える。
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（参考）女性は説教
壇に上がったか？

カルヴァン派の秘密
集会や1572年以前
の改革派教会の正規
の礼拝式において、
説教師が来るまでの
間に、みずから説教
壇に登り、聖書の講
読を行った女性の例
〔がある〕（Davis, 
p.117）
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